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２	 ・第51回郡市対抗熊日駅伝大会　
	 ・スポーツ推進の功労をたたえて
	 	 表彰状を受賞
３	 ・川辺川河川整備関係工事　着工式
	 ・区長・農業委員等による視察研修を
	 	 行いました
４	 相良村交流拠点施設をみんなで考える
	 WS ワークショップ
５	 ・むらの話題１
	 ・上川下・廻地区のフレイル予防教室
６	 相良村議会議員一般選挙のお知らせ
８	 学校保健委員会だより
１０	 お知らせ
１３	 ・行事予定表
	 ・小児科在宅当番医
	 ・香典返し
１４	 むらの話題２

世帯数	：1,585	（ − ５）
　男	 ：1,899	（ − ８）
　女	 ：2,041	（− 13）
　計	 ：3,940	（− 20）

スマホで広報誌が
読めるアプリ

1月末現在

（　）内は、先月末との差
※外国人住民を含めた集計です。
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今月の表紙

相良村の人口と世帯

村の中央を
美しい川辺川が流れる
緑豊かな盆地です。

面積：94.54k㎡

　今月の表紙は、柳瀬地
区の専徳寺に12年ぶりに
展示されているひな人形で
す。人吉市の林照寺（茅場
ゆかり坊守）が主催となり、
ひな人形を新たに収集し
展示されています。4月11
日までたくさんのひな人形
を観覧できます。その他に
も野点や軽食など用意さ
れ、魅力的なイベントとなっ
ています。

　令和 7年２月９日（日）、第51回郡市対抗熊日駅伝大会が
開催され、天草市陸上競技場のスタートから熊本市の上通り
アーケード前のゴールまで、全長100.5kmを19 郡市が争い
ました。今回から男女混合のレースとなり、球磨郡は８位でゴー
ルしました。
　相良村からも球磨郡代表として、3選手が出場。尾方唯莉
さん（上川上）が４区を、上原健太郎さん（新村）が５区を、
永井智久さん（平原）が18区を力走しました。
　そのなかでも、尾方さんは区間賞を獲得しました。

4 区の尾方選手から
5区の上原選手へ

１８区を走る永井選手

第 51 回郡市対抗熊日駅伝
村内から 3 選手が出場！

　村のスポーツ推進委員を務めている赤池正也さん（上川上）
が九州地区スポーツ推進委員協議会から表彰されました。赤
池さんは 20 年以上にわたり、スポーツ推進委員として村民
の心身の健全な発達と保持・増進や生涯スポーツの振興に貢
献していただいています。
　赤池さんは「スポーツ推進委員は多くの人を知れて、村の事
業に携われるので、やりがいもあり楽しい。今後も頑張って
いきたい」と話していました。
　現在、村のスポーツ推進委員は 5人の方が務められてい
ます。随時募集していますので、興味のある方は教育委員会
（0966-35-1039）までご連絡ください。

山鹿市の来民渋うちわを使った表彰状が贈られる

スポーツ推進の功労をたたえて
表彰状を受賞

　令和７年１月26日（日）、相良村総合体育館で熊本県と村主催の川辺川河川整備関係工事の着工式が
行われました。式典には、木村敬熊本県知事や吉松啓一村長をはじめ金子恭之衆議院議員、吉田信弘衆
議院議員、松村祥史衆議院議員、森田康夫国土交通省九州地方整備局長など関係者およそ50人が出席
されました。
　令和２年７月豪雨により被害を受けた川辺川の河川整備関係の工事を行い、着工する区間は、四浦、川辺、
深水の3区間。四浦では平川地区の河道拡幅と護岸整備、築堤、国道445号のかさ上げを計画しています。
川辺の黒石地区と深水の下鶴地区では「遊水機能を有する土地」として、周囲提の工事に着手します。
　木村知事は「地域の宝である川辺川について『最大限環境へ配慮し、清流川辺川を子々孫々まで残して
ほしい』という村民の思いを受け止めている。村の一日も早い創造的復興のために、川辺川の県管理区間
の河川整備ついては、環境や景観に最大限配慮しながら目に見えるかたちで河川整備を進めていく」とあ
いさつ。吉松村長から「１8 年連続水質日本一の川辺川を子々孫々まで残すことを要望しており、知事の想
いを直接聞くことができた。目に見えるかたちでさらにスピード感を持って取り組んでもらいたい」と謝辞を
述べられました。

　流水型ダムの理解を深めるため、１月１５日（水）に南阿蘇村の阿蘇立野ダムを、２月２日（日）から２月
４日（火）に群馬県の八ツ場ダムと流水型ダムの大型模型を視察しました。
　１月１５日は、区長や農地利用最適化推進委員、村職員32人が参加。阿蘇立野ダム、小倉遊水地、内
牧遊水地、熊本地震震災ミュージアムを見学。参加者からは「ダムの工事はどれくらいの期間がかかったか」
「建設前と変わらない環境づくりは考えられたか」などの質問がありました。
　２月２日からの視察では、区長や農業委員などおよそ20人が参加。１日目は、群馬県の八ツ場ダムを見
学。八ツ場ダムは、利根川の重力式コンクリートダムで、下流部への洪水調整や新規都市用水の供給並び
に発電を目的として令和２年３月に完成しました。２日目は、同県で、キャンプ場や森林など。地域資源を使っ
た活動を行っている「株式会社きたもっく」を見学。３日目は、茨城県の国立研究開発法人土木研究所で、
流水型ダムの大型模型を見学しました。参加者からは「ダムだけでなく、地域の振興も含め考える必要があ
る」「相良村の自然を生かして、観光客を集められるか考えていきたい」との声がありました。

くわ入れを行う

立野ダム視察の様子 土木研究所の大型模型を見学

川辺川河川整備関係工事　着工式

区長・農業委員等による視察研修を行いました

復興のあゆみ
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むらの話題

　錦町のひみつ基地ミュージアムで、サントリー株
式会社と相良村を含む球磨郡７町村（多良木町・
錦町・湯前町・水上村・五木村・山江村）との「ボ
トル toボトル」水平リサイクルに関する協定締結
式が開催されました。
　この取り組みは、令和７年４月１日から開始され、
村が収集した使用済みペットボトルを業者がリサイ
クルし、新たなペットボトルとして利用されます。
村民のみなさまには資源が循環する環境にやさし
い社会の実現に向けて、ペットボトルの分別にご
協力ください。

サントリー㈱と７町村で協定を結ぶ

環境にやさしい村へ
リサイクルに関する協定締結式

1/
（火）
14

　なつめ保育園の園児たちが、令和６年５月に植
え、10月に収穫した復興米を使った「餅つき体験」
を行いました。
　園児たちは、小さな杵

きね
を力いっぱいふって餅を

ついていました。つきたての餅を丸めて試食。園
児らは長く伸びる餅に大喜びしながら笑顔で頬
張っていました。
　また、ついた餅を保育園周辺に住む一人暮らし
の高齢者世帯に配布して回りました。

杵を使って餅つきを体験

親子で楽しむ
なつめ保育園　餅つき体験

1/
（火）
21

　上川下・廻地区では、毎週水曜日に介護予防サポーターによるフレイル予防教室が行われています。
　おしゃべりをしたり、ストレッチをしたり、和気あいあいと楽しく活動されています。そして、新たに
上川上地区でも教室が始まります。※第２・第４金曜日予定
　お近くの方はぜひ参加してみませんか？

相良村では、現在、
【上下坂・上川上・上川下・廻・永江・松葉・三石】の
7地区にてフレイル予防教室が開催されています。

上川下・廻地区のフレイル予防教室

【問い合わせ】 保健福祉課　☎ 0966-35-1032
☎0966-35-1036
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相良村議会議員一般選挙のお知らせ

●告示日：令和７年４月１５日（火）

●選挙人名簿登録の基準日：令和７年４月１４日(月 )(ただし年齢については４月２０日)

●投票ができる方
	 ①村内に住所を有する方
	 　３ヶ月以上村内に住所を有する方（令和７年１月１４日までに転入届をした方）
	 ②満年齢が１８歳以上の方　　平成１９年４月２１日までに生まれた方
	 以上①②の条件を共に満たしている方で、選挙人名簿に登録されている事が条件です。
	 ※村内から転出された方は、転出した時点で投票ができません

●立候補受付
	 日時：令和７年４月１５日（火）午前８時30 分から午後５時まで
	 場所：相良村役場２階大会議室

●立候補者説明会
	 日時：令和７年３月２８日（金）午前１０時から
	 場所：相良村総合体育館１階第４研修室

【期日前投票 (不在者投票 )について】
	 投票日に用務（仕事・旅行・出産等）のため投票所に行けない方は、期日前投票 ( 不在者投票 )
ができます。
	 告示日の翌日からの投票になりますのでご注意ください。
	 なお、他市町村や病院、老人ホーム等において行う投票は不在者投票として行われます。
	 ○期日前投票 ( 不在者投票 )ができる期間及び場所
	 　令和７年４月１６日（水）～19日（土）午前8時 30 分～午後８時まで
	 　場所：相良村役場１階村民ホール　※投票所入場券をお持ちください。

【郵便による不在者投票について】
	 身体障害者及び戦傷病者の方のほか、
介護保険の被保険者証に要介護状態区
分が要介護 5と記載されている方も相良
村選挙管理委員会が発行する郵便投票
証明書をお持ちの方は、郵便によって投
票する事が出来ます。また、身体障害者
で上肢又は視覚の障害の程度が1級であ
る方を対象に郵便投票にも代理記載制度
が設けられています。郵便投票証明書の
期限が切れている方、今回新たに申請さ
れる方は早めに相良村選挙管理委員会ま
でご連絡ください。

○郵便による投票用紙の請求が出来る期間
	 投票日の４日前（４月16日）まで

【供託金及び公費負担について】
　公職選挙法の改正によって、次のとおり前回の選挙と違いがあります。
	 （１）供託金
	 	 立候補者１人につき15万円の供託金が必要になります。
	 （２）公費負担
	 	 立候補の機会や選挙の公平性が失われることを防ぎ、選挙運動の機会均等を目的と	
	 	 し、候補者の選挙運動の費用を負担する制度ができました。公費を負担する項目は次	
	 	 のとおりです。
	 	 なお、公費の負担には、一定の条件があります（公費負担できない場合があります。）。	
	 	 詳しくは、「立候補者説明会」で説明します。
　　　○公費を負担する項目
　　　　①車両（車両、燃料代、運転手）
　　　　②ビラ（1,600 枚）
　　　　③ポスター（53か所分）

投 票 日：令和７年４月 20日（日）
投票時間：午前７時～午後７時

【問い合わせ】 相良村選挙管理委員会　☎ 0966-35-0211
明るい選挙キャラクター

めいすい君



82025.3広報さがら9 2025.3広報さがら

｢目の健康｣（北小）・｢目と姿勢について｣（南小保健委員会）
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令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
等
の
旅
客
運
賃

の
割
引
の
対
象
に
精
神
障
が
い
者

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
割
引
を
受
け
る
た
め
に

は
、
お
手
持
ち
の
手
帳
に
「
第
１

種
精
神
障
害
者
」
ま
た
は
「
第
２

種
精
神
障
害
者
」
の
記
載
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
相
良
村
役
場

保
健
福
祉
課
窓
口
へ
申
請
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
申
請
の
際
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
０
９
６
６-

３
５-

７
０
３
２

　

人
吉
保
健
所
に
お
い
て
、
精
神

科
医
が
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
悩

み
、
精
神
的
な
病
気
で
は
な
い
か

精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の

皆
様
へ

人
吉
保
健
所
精
神
保

健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
）
に
つ
い
て

おしらせ

　
完
全
予
約
年
金
相
談
会
を
人
吉

市
・
球
磨
郡
で
毎
週
2
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家
・
社
会
保
険
労

務
士
が
あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

●
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
（
水
曜
日
）　
３
月
12
日
、
26
日

●
人
吉
市
役
所　
（
月
曜
日
）

　
３
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、

31
日

●
錦
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
水
曜
日
）　
３
月
５
日
、
19
日

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
代
年
金
事
務
所
予
約
担
当

☎
０
９
６
５-

３
５-

６
１
２
３

ま
た
は　
保
健
福
祉
課　
国
保
係

☎
０
９
６
６-

３
５-

１
０
３
２　
　
　

年
金
相
談
会
の
開
催

３
月

と
い
う
心
配
、
依
存
症
に
関
す
る

不
安
や
心
配
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
※
相
談
に
は
事

前
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
３
月
の
相
談
日
時
／
場
所

①
３
月
13
日
（
木
）
14
時
～
15
時	

　
／
多
良
木
町
（
多
良
木
町
多
目	

　
的
研
修
セ
ン
タ
ー
）

②
３
月
28
日
（
金
）
14
時
～
15
時	

　
／
人
吉
保
健
所
（
球
磨
地
域
振	

　
興
局
２
階
）

■
予
約
先
：
人
吉
保
健
所　

保

健
予
防
課
（
０
９
６
６-

２
２-

３
１
０
７
）
※
相
談
日
ご
と
に
２

人
ま
で

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
、
次

の
通
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
：
毎
週
水
曜
日
の
19
時
か

ら
21
時

【
入
門
課
程
】
令
和
７
年
４
月
９

日
か
ら
令
和
７
年
８
月
20
日
ま
で

（
全
20
回
）

【
基
礎
課
程
】
令
和
７
年
９
月
10

日
か
ら
令
和
８
年
３
月
18
日
ま
で

（
全
25
回
）

■
会
場
：
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス

■
受
講
資
格
：
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
方
。

■
受
講
料
：
テ
キ
ス
ト
代
等　
８
，

５
９
０
円
予
定

■
申
込
方
法
：
令
和
７
年
４
月
９

日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
間
に
会

場
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課　

３
５-

１
０
３
２

一
般
財
団
法
人　
熊
本
県
ろ
う
者

福
祉
協
会　

０
９
６-

３
８
３-

５
５
８
７

　

本
県
で
は
、
令
和
７
年
４
月
１

日
（
予
定
）
か
ら
、
盛
土
規
制
法

の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

◎
盛
土
規
制
法
に
基
づ
き
、
県
全	

域
を
原
則
規
制
区
域
に
指
定
し
ま

す
。
規
制
区
域
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
開
予
定
で
す
。

※
現
在
、
規
制
区
域
（
案
）
を
公

開
中
で
す
。

◎
令
和
７
年
４
月
１
日
（
予
定
）

か
ら
新
た
に
、
一
定
規
模
以
上
の

盛
土
や
切
土
、
土
砂
の
仮
置
き
な

ど
を
す
る
場
合
、
事
前
に
許
可
・

届
出
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
運
用
開
始
前
ま
で
に
盛
土
等
の

工
事
が
完
了
す
る
場
合
は
、
手
続

き
不
要
で
す
。

◎
盛
土
等
が
行
わ
れ
て
い
る
土
地

の
所
有
者
等
は
、
そ
の
土
地
を
安

全
な
状
態
に
維
持
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
土
地
の
安
全
管
理
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

※
土
地
の
所
有
者
等
：
土
地
の
所

有
者
、
管
理
者
、
占
有
者
を
指
し

ま
す
。

■
許
可
・
届
出
が
必
要
と
な
る
の

は
ど
の
よ
う
な
行
為
？

　
住
宅
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場

等
の
盛
土
・
切
土
の
工
事
は
、
一

定
規
模
以
上
の
場
合
、
許
可
・
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
そ
の
工
事
に
関
連
す

る
行
為
も
許
可
・
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
現
在
着
手
し
て
い
る
工
事
の
手

続
き
は
？

　
運
用
開
始
前
に
造
成
工
事
に
着

手
し
、
運
用
開
始
以
降
も
継
続
し

て
行
う
盛
土
・
切
土
工
事
や
土
砂

の
仮
置
き
は
、
令
和
７
年
４
月
１

日
（
予
定
）
か
ら
令
和
７
年
４
月

22
日
（
予
定
）
ま
で
の
間
に
、
工

事
内
容
の
届
出
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

熊
本
県
建
築
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
５
４
２

消
防
署
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
令
和
７
年
３
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
火

災
の
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。

火
の
取
扱
い
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
お
出
か
け
前
お
休
み
前
に
、

も
う
一
度
火
の
元
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
の
尊
い
生
命
と
財

産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
住
宅

火
災
か
ら
命
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン

ト
を
意
識
し
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

「
４
つ
の
習
慣
」

１
．
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、	

	

さ
せ
な
い
。

２
．
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や	

	

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

３
．
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の	

	

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

４
．
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清	

	

掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は	

	

抜
く
。

「
６
つ
の
対
策
」

１
．
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安	

	

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使	

	

用
す
る
。

２
．
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期	

	

的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安	

	

に
交
換
す
る
。

３
．
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、	

	

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
防
炎	
	

品
を
使
用
す
る
。

４
．
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方	

	

を
確
認
し
て
お
く
。

５
．
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常	

	

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

６
．
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、	

	

個
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地	

	

域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行	

	

う
。

令
和
７
年
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
実
施

令
和
７
年
度　
人
吉
・

球
磨
圏
域
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
の
ご
案
内

「
盛
土
規
制
法
」
に
基

づ
く
手
続
き
の
要
否
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

【許可・届出が必要となる行為（事例）】

県ホームページ

　
２
０
２
４
年
度
全
国
統
一
防
火

標
語
「
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る

か
ら　
火
の
用
心
」

【
問
い
合
わ
せ
】　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
中
央
消
防

署
中
分
署

☎
０
９
６
６-

２
４-

１
２
４
３

野
焼
き
が
原
因
と
み
ら
れ
る
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
！

　
風
が
強
い
日
、
目
を
離
し
て
い

る
間
、
火
が
消
え
た
だ
ろ
う
と
思

い
そ
の
場
を
離
れ
た
後
な
ど
に
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
の
火
が
建
物
に
延
焼
し

た
り
、
慌
て
て
消
火
し
よ
う
と
し

て
火
傷
を
負
う
と
い
っ
た
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
焼
却
に
は
細
心
の

注
意
を
は
ら
い
、
火
の
用
心
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
野
焼
き
は
下
記
の
も
の
等
を
除

き
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

【
焼
却
が
認
め
ら
れ
る
例
】

・
農
業
を
営
む
た
め
に
行
わ
れ
る	

　
焼
却

・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
小
規	

　
模
な
た
き
火
等

※
た
だ
し
、
生
活
環
境
上
支
障
を

与
え
、
苦
情
等
の
あ
る
場
合
は
、

野
焼
き
に
よ
る
火
災
に

注
意
‼

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
十

分
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

焼
却
す
る
際
の
注
意
事
項

〇
焼
却
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、	

　
離
れ
る
時
は
必
ず
消
火
す
る
。

〇
乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意
報
の	

　
発
令
時
に
は
行
わ
な
い
。

※
今
日
中
に
や
っ
て
し
ま
お
う
と	

　
い
う
気
持
ち
は
危
険
で
す
。

〇
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
等
を
用
意	

　
す
る
。

〇
一
度
に
多
量
の
焼
却
は
行
わ
な	

　
い
。

〇
消
防
署
に
届
出
を
行
う
。

・
消
防
署
で
は
、
法
律
に
基
づ
く	

　
焼
却
等
に
つ
い
て
、
届
出
を
お	

　
願
い
し
て
い
ま
す
。
届
出
は
最	

　
寄
り
の
消
防
署
へ
届
出
用
紙
を	

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
届
出
は
焼
却
行
為
を
許
可
す
る	

　
も
の
で
は
な
く
、
火
災
と
間
違	

　
え
て
出
動
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た	

　
め
の
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

中
央
消
防
署
予
防
調
査
室

☎
０
９
６
６-

２
２-

５
２
４
１

　
自
衛
官
補
な
ど
の
募
集
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

自
衛
官
募
集
中

人
吉
地
域
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
自
衛
隊
熊
本
地

方
協
力
本
部　
人
吉
地
域
事
務
所　

☎
０
９
６
６-
２
２-

４
７
０
４

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で 

転
出
届

お
よ
び
転
入
予
約
（
来
庁
予
定
の

連
絡
）
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転

出
届
の
提
出
を
し
た
後
は
、
別
途
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入

届
等
の
手
続
が
必
要
で
す
。

転
出
届・転
入
予
約
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
！

引越し手続について
引越し

マイナポータル 

引越し手続オンライン
サービス｜デジタル庁

2025.311 広報さがら
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香
典
返
し
（
1
月
分
）

新
宮
　
國
司
　
さ
ん

	

故
：
新
宮
　
ヒ
サ
（
井
沢
）

久
保
田
　
守
明
　
さ
ん

	

故
：
久
保
田
ア
キ
子
（
永
谷
）

上
野
　
道
江
　
さ
ん

	

故
：
上
野
　
甫
三
（
松
葉
）

3月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3
♦母子健康手帳交付
　ちゃちゃクラブ

●総合体育館休館日

4 5
♦2歳児育児学級
　（R４.4月～ 6月生）

6 7
●相良中学校卒業式
♦オレンジカフェさがら
　（林業総合センター）
　（14：00 ～15：00）

8

9 10

●総合体育館休館日

11
♦7か月児育児学級
　（R6 年 8月生）
　（相良会場）

12 13 14 15

16 17
♦母子健康手帳交付・
　ちゃちゃクラブ

●総合体育館休館日

18 19 20
春分の日

21
♦健康運動教室
　（総合体育館）
　（13：30 ～）
●村内小学校卒業式

22

23 24
●総合体育館休館日

25 26 27
♦3～ 4か月児健診
　（R6 年11月生）
　（山江会場）

28 29

変更になる場合もあります。

★３月は介護保険料12期の納付月です。納め忘れのないよう便利な口座振替のご利用を！
★保育料、ブロードバンド料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期、ブロードバンド料の引き落とし日は毎月25日です。
　（25日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

　

２
月
５
日
。
大
雪
が
降
り
、
ま

た
し
て
も
私
の
心
が
踊
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
村
が
白
い
雪
に
覆
わ

れ
、
目
を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
銀
世

界
。
み
る
み
る
う
ち
に
積
る
雪
に
、

さ
ら
に
テ
ン
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
雪

を
か
き
集
め
、
何
十
年
ぶ
り
か
に

雪
だ
る
ま
を
作
り
ま
し
た
。

　
帰
宅
す
る
と
き
に
は
、
雪
だ
る
ま

が
溶
け
て
し
ま
っ
て
い
て
、
儚
く
も

美
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

	
	

杉
田　
大
地

◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

編
集
後
記

相良村の公式 LINE
アカウントを開設しました

【問い合わせ】総務課　行政係　☎ 0966-35-0211

2 日（日）人吉医療センター小児科	 0966-22-2191
9 日（日）増田クリニック小児科	 0966-22-3570
16 日（日）たかはし小児科内科医院	 0966-24-2222
20 日（木）公立多良木病院小児科	 0966-42-2560
23 日（日）堤病院付属九日町診療所小児科	 0966-22-2251

　これまで、防災無線の他にメールや Facebookで相良村の情報
を発信しておりましたが、新たに相良村の公式 LINEアカウントを開
設いたしました。今後はこちらからも情報発信をしていきますので、
ぜひ登録をお願いします。

フィーチャー・
フォン（ガラケー）
の場合

PC・スマホ
の場合

休日在宅医　3月

30 31
●総合体育館休館日

令
和
５
年
６
月
２
日
、
戸
籍

法
（
昭
和
22
年
法
律
第
２
２
４
号
）

の
一
部
改
正
を
含
む｢
行
政
手
続

き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律｣

（
令
和
５
年
法
律
第
48
号
。

以
下
「
改
正
法
」
と
い
い
ま
す
。）

が
成
立
し
、
同
月
９
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
。

　
従
来
、
氏
名
の
振
り
仮
名
は
戸

籍
の
記
載
事
項
と
さ
れ
て
お
ら

ず
、
戸
籍
上
公
証
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
改
正
法
の
施

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮

名
が
記
載
さ
れ
ま
す

行
に
よ
り
、
新
た
に
氏
名
の
振
り

仮
名
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
、
戸
籍

上
公
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
改
正
法
は
、
令
和
７
年
５
月
26

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
は
、
法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

戸籍　振り仮名

令和７年４月１日以降に工事に着手する場合に「建築確認」の対象となる場合があります。
また、建築基準法や省エネ基準に適合させる必要があります。

令和７年４月１日　建築基準法の改正により
小規模な木造住宅等が新たに建築確認の対象となります

〇木造平屋建ての新築
　対象：延床面積200㎡を超える場合

〇木造２階建ての新築
　対象：すべての新築
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https://ssl.form-mailer.jp/fms/bee6c5a8504120

編
集
・
発
行
／
相
良
村
役
場
 企
画
商
工
課

〒
868-8501 熊

本
県
球
磨
郡
相
良
村
大
字
深
水
2500

番
地
1

TEL 0966-35-1036　
FA
X 0966-35-0011

E-m
ail info@

sagara.kum
am
oto.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.vill.sagara.lg.jp/

こ
の
広
報
紙
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ご感想は
こちらから

　㈱熊本日日新聞社主催の第129 回「熊日緑のリボ
ン賞」贈与式が行われ、相良北小学校で活動されて
いる「きたっこ元気会」が表彰されました。
　きたっこ元気会は、福嶋格輝会長（初神）を中心に、
16人の会員で活動。北小学校の登下校時の児童の
見守りや運動会などの盛り上げ役を務められ、熊本
県内で長年の社会奉仕に尽力されたことをたたえら
れ受賞されました。
　福嶋会長は「受賞された時はとても嬉しかった。こ
れからも、子供たちのために学校行事への協力など
続けていきたい」と話されました。

北小学校の児童・先生と記念撮影

きたっこ元気会
「熊日緑のリボン賞」受賞

1/
（金）
24

　錦町のＪＡ中央育苗センターで、中九州たばこ耕作
組合下球磨支部による葉たばこの種まきが行われま
した。相良村と山江村、錦町のたばこ生産者およそ
30人が参加。今年から新たに「コーティング種子」
を取り入れ、これまでと異なる作業でしたが、参加者
全員で豊作を願いつつ、苗箱2,400 枚、約 50ha分
を協力しながら段取り良く作業完了となりました。
　現在、相良村の生産者は９戸、耕作面積は17haで、
生育した葉たばこは、5月末から8月半ばには収穫
を迎えます。

丁寧に葉たばこの種まきを行う

豊作を願って
葉たばこ種まき

1/
（日）
26

　初神地区にある村指定文化財の四浦阿蘇神社で、
文化財防火デーに伴う防火訓練が行われました。
　人吉下球磨消防組合の指導のもと、消防団８分団
の団員と地元住民らおよそ40人が参加。訓練では、
消火器と消火栓の使用訓練と通報訓練を実施。その
後、発煙筒を火点に見立て、通報から放水まで通し
た全体訓練を行いました。
　四浦阿蘇神社は、明和 6 年（1769 年）建築の本
殿と延享２年（1745 年）建築の拝殿が、それぞれ村
の有形文化財に指定されています。

火災を想定して放水を行う

文化財を守ろう
四浦阿蘇神社　防火訓練
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　相良中学校 3 年生を対象に「好き×得意＝未来の
仕事！ワクワクする人生のつくり方」と題したキャリア
教育講演会を行いました。講師には、同校の卒業生
でRKKラジオやフリーキャスターで活躍される川上
涼佳さんが招かれ、中学生たちにこれからの自分らし
い生き方について講演されました。
　講演では「夢は沢山あっていい、小さな挑戦を続
けてあきらめないことが大切」と川上さん。参加した
生徒は「好きなことなど沢山あきらめずに挑戦してい
きたいと思った」と話していました。

母校の後輩たちに講演を行う川上さん

未来へ向かって
相良中学校　キャリア教育講演会
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